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彩の国
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令和５年度 こども・若者自殺予防講演会

須田 誠 先生
東京未来大学こども心理学部 教授

講師

慶應義塾大学文学部心理学専攻卒業。慶應義塾大学大学院社会学研究科社会学
専攻博士課程単位取得退学。修士（社会学）。慶應義塾大学医学部非常勤講師、
慶應義塾大学文学部非常勤講師、武蔵野大学通信教育部専任講師等を経て現職。
警察本部で非行少年・犯罪少年のカウンセリング、精神科クリニックで思春期・青年
期のカウンセリング等に従事。近年は、不登校、ひきこもり、発達障害、いじめ、子ど
も・若者の自殺予防等について、教職員や市民を対象とした予防のための心理教
育に力を入れている。臨床心理士、公認心理師。

コバトン さいたまっち

埼玉県公式YouTube「限定公開セミナー動画チャンネル」にて限定公開。
お申込みいただければ、どなたでも観ることができます。

「自殺」と聞いて驚いた方もいるかもしれません。
しかし、この講演は「死ぬこと」がテーマではなく「生きること」がテーマです。
もっと言うと、「子ども・若者が生きることを大人が応援する」ということがテーマです。
皆さまは子ども・若者にどのようにエールを贈りますか。それを俱に考えましょう。

お申込みは、3月18日(月)まで

事前収録動画（約1時間30分）
子どもは死を想うか？、危機介入とコンサルテーション
架空事例、自殺予防教育と援助のヒント など。

「現代の問題に生かす心理学 東京未来大学特別講座 臨床心理学」として
令和4年に配信したものを一部編集

木金
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悩んでいる人に気づき、声をかけられる人のことです。
特別な研修や資格は必要ありません。
誰でもゲートキーパーになることができます。
周りで悩んでいる人がいたら、
やさしく声をかけてみてください。
声をかけることで、
不安や悩みを和らげることにつながります。

①電子申請システム(推奨)：右記二次元コードから申込み

読み取れない場合は、埼玉県立精神保健福祉センターホームページへ

(https://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/b0606/index.html)

②FAX：下記にご記入の上、本用紙をFAXしてください

FAX番号☞ 048-723-1561 (送信票は不要です)

※お申込みいただいた方には、後日、動画視聴に必要なURL等をメールで返信いたします。

お名前（必ず）

メールアドレス（必ず） ※ 大きくはっきりとご記入ください

電話番号（必ず）

住んでいる場所（必ず） 埼玉 県内 ・ 埼玉 県外
※ 支援者の方はご所属の所在地

ご年齢（必ず） １８歳未満 ・ １８歳～３０歳 ・ ３１歳以上

ご所属など（必ず）
※あてはまるものに〇をつけ
てください。

支援者 （ 教育 ・ こども若者支援 ・ 行政 ・その他の機関 ）

上記以外で、講演の内容に興味を持っていただいた方

支援者の方は
ご所属名もご記載ください

埼玉県マスコット
「コバトン」「さいたまっち」
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厚生労働省ホームページ ゲートキーパーになろう。 青年期向け 一部改変

注意
事項

ゲートキーパーってなんだろう？

・動画視聴にかかる通信料等は、視聴される方の負担となります。
・本講演の録画・録音・撮影および資料の二次利用、詳細内容のSNS等へ投稿は固くお断り致します。
・個人情報の取り扱い：お申込みの際に取得した個人情報は受講管理のみに使用し、他の目的には使用しません。

２次元
コード

https://www.mhlw.go.jp/mamorouyokokoro/

令和５年度こども・若者自殺予防講演会 お申込みはこちら


